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―
事
業
環
境
の
厳
し
さ

が
増
し
て
き
ま
し
た
。

　
ど
の
市
場
分
野
も
押
し
並

べ
て
動
き
が
鈍
い
。
年
明
け

以
降
、
景
気
全
般
が
減
速
傾

向
に
進
む
な
か
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
感

染
拡
大
な
ど
も
加
わ
り
、
不

透
明
感
が
一
気
に
増
し
た
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
材
料
は
昨
年

の
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
の

施
行
以
降
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス

ー
パ
ー
の
陳
列
が
制
限
さ

れ
、
需
要
が
鈍
化
し
た
。
た

だ
し
、
こ
こ
で
大
き
な
影
響

を
受
け
た
の
は
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ

Ｓ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
い
っ
た
素
材

だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｅ
）
も
用
途
の

６
～
７
割
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
材

料
で
占
め
ら
れ
る
た
め
、
影

響
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
が
、
当
社
が
手
掛
け
る

メ
タ
ロ
セ
ン
系
の
高
機
能
素

材
の
場
合
、
食
品
の
長
期
保

存
や
鮮
度
保
持
に
寄
与
す
る

多
層
の
機
能
性
フ
ィ
ル
ム
向

け
に
需
要
を
伸
ば
す
局
面
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
包
装
材
料

以
外
の
用
途
で
は
電
線
・
ケ

ー
ブ
ル
の
被
覆
材
用
途
が
比

較
的
堅
調
だ
。

　

―
千
葉
工
場
の
現
有
の

生
産
体
制
は
。

　
合
計
６
系
列
で
構
成
さ
れ

る
年
産
12
万
３
千
㌧
能
力
の

高
圧
法
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
プ
ラ
ン
ト

と
、
メ
タ
ロ
セ
ン
触
媒
と
気

相
法
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
Ｈ
Ａ

Ｏ
―
Ｌ
Ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
「
ユ
メ
リ

ッ
ト
」
の
専
用
設
備
で
あ
る

５
万
㌧
プ
ラ
ン
ト
の
合
計
17

万
３
千
㌧
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。
高
圧
法
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
プ

ラ
ン
ト
で
は
チ
ュ
ー
ブ
ラ
ー

（
管
型
）
重
合
反
応
器
の
特

性
を
生
か
し
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
（
エ

チ
レ
ン
・
酢
酸
ビ
ニ
ル
）
や

Ｅ
Ｅ
Ａ
（
エ
チ
レ
ン
・
ア
ク

リ
ル
酸
エ
チ
ル
）
と
い
っ
た

共
重
合
品
も
製
造
し
て
い

る
。

　
多
品
種
・
少
量
生
産
で
小

回
り
の
利
く
生
産
・
販
売
体

制
を
整
備
し
て
い
る
の
が
当

社
の
Ｐ
Ｅ
事
業
の
特
徴
だ
。

04
年
の
会
社
設
立
当
初
か
ら

「
日
本
一
の
特
殊
Ｐ
Ｅ
メ
ー

カ
ー
」
を
標
榜
し
て
き
た
。

今
も
こ
の
基
本
方
針
に
ブ
レ

は
な
い
。
現
状
で
当
社
の
事

業
の
特
殊
化
率
は
イ
メ
ー
ジ

で
８
割
程
度
に
達
し
て
い
る

と
み
て
い
る
。

　

―
具
体
的
に
小
回
り
の

利
く
体
制
と
は
。

　
生
産
に
お
い
て
、
温
度
や

密
度
、
圧
力
な
ど
プ
ラ
ン
ト

の
運
転
条
件
を
緻
密
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
多

彩
な
グ
レ
ー
ド
を
作
り
分
け

て
い
る
。
ま
た
、
グ
レ
ー
ド

開
発
に
お
い
て
も
長
年
に
わ

た
る
顧
客
と
の
密
接
な
関
係

に
基
づ
き
、
ニ
ー
ズ
に
関
す

る
情
報
を
共
有
し
、
製
品
の

擦
り
合
わ
せ
や
作
り
込
み
を

日
常
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
易
カ
ッ
ト
性
フ
ィ
ル
ム
グ

レ
ー
ド
の
開
発
な
ど
は
、
レ

ジ
ン
の
物
性
制
御
と
フ
ィ
ル

ム
メ
ー
カ
ー
の
加
工
ノ
ウ
ハ

ウ
を
融
合
さ
せ
た
こ
と
で
実

現
し
た
。
千
葉
工
場
内
に
は

ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
実
機
に

近
い
モ
デ
ル
の
加
工
機
を
配

置
し
て
お
り
、
日
夜
、
顧
客

と
の
共
同
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

―
メ
タ
ロ
セ
ン
系
Ｈ
Ａ

Ｏ
―
Ｌ
Ｌ
「
ユ
メ
リ
ッ
ト
」

が
特
殊
化
を
牽
引
し
て
い
ま

す
。

　
同
製
品
は
95
年
、
当
時
の

宇
部
興
産
が
事
業
化
し
た
国

内
で
も
有
数
の
歴
史
と
実
績

を
持
つ
メ
タ
ロ
セ
ン
系
材

料
。
分
子
量
分
布
を
制
御
で

き
る
と
い
う
メ
タ
ロ
セ
ン
触

媒
プ
ロ
セ
ス
の
特
長
を
生
か

し
て
、
高
強
度
で
高
透
明
、

低
温
ヒ
ー
ト
シ
ー
ル
性
、
抗

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
性
、
低
ジ
ェ

ル
・
低
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
イ
、

低
臭
気
・
低
異
味
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
物
性
を
示
し
、

気
相
重
合
法
由
来
の
特
性
で

あ
る
良
好
な
フ
ィ
ル
ム
外
観

や
低
臭
気
・
低
溶
出
分
な
ど

の
ク
リ
ー
ン
度
の
高
さ
を
実

現
し
て
い
る
。

　
強
度
と
加
工
性
に
優
れ
る

こ
と
か
ら
、
製
品
の
薄
肉
化

や
減
容
化
も
可
能
に
な
る
。

こ
れ
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

削
減
に
向
け
た
リ
デ
ュ
ー
ス

の
ト
レ
ン
ド
に
対
応
す
る
ほ

か
、
軽
量
化
に
よ
る
物
流
効

率
の
向
上
な
ど
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
ベ
ー
ス
で
見
た
場

合
、
地
球
環
境
の
負
荷
低
減

に
も
貢
献
し
て
い
る
と
言
え

る
。

　

―
最
近
の
グ
レ
ー
ド
開

発
の
ト
レ
ン
ド
は
。

　
包
装
材
料
関
連
で
は
、
洗

剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
用
、
レ
ト

ル
ト
食
品
用
な
ど
の
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
パ
ウ
チ
向
け
の
材

料
開
発
が
日
々
進
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
モ
ノ
マ
テ
リ
ア

ル
化
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て

お
り
、
当
社
で
も
こ
れ
に
応

え
る
新
規
材
料
開
発
の
検
討

に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　
今
後
も
当
社
に
し
か
で
き

な
い
、
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら

評
価
し
て
い
た
だ
け
る
材
料

・
グ
レ
ー
ド
の
開
発
を
志
向

し
て
い
く
。
何
が
ヒ
ッ
ト
す

る
か
先
は
読
み
づ
ら
い
が
ジ

ャ
ブ
は
出
来
る
だ
け
多
く
打

っ
て
お
く
。

　
と
は
い
え
、
特
殊
グ
レ
ー

ド
に
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は

あ
り
、
付
加
価
値
は
時
間
の

経
過
と
と
も
に
陳
腐
化
し
て

い
く
。
事
業
に
小
回
り
を
利

か
せ
続
け
る
た
め
に
も
、
顧

客
と
し
っ
か
り
と
協
議
し
た

う
え
で
、
グ
レ
ー
ド
の
入
れ

替
え
や
品
番
の
削
減
に
も
目

配
せ
し
て
お
く
。
ニ
ー
ズ
対

応
か
ら
一
歩
前
進
し
、
顧
客

価
値
を
高
め
る
シ
ー
ズ
型
の

提
案
が
で
き
る
よ
う
、
技
術

力
に
一
段
と
磨
き
を
か
け
て

い
く
。

ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
業
界
展
望
⑦

宇
部
丸
善
ポ
リ
エ
チ
レ
ン特

殊
化
率
８
割 

メ
タ
ロ
セ
ン
系
が
牽
引

小
回
り
利
か
せ
力
発
揮

技術開発

松尾典秀氏
社長

　
ク
ラ
レ
は
、
液
晶
ポ
リ
マ

ー
（
Ｌ
Ｃ
Ｐ
）
フ
ィ
ル
ム

「
ベ
ク
ス
タ
ー
」
の
生
産
能

力
を
増
強
す
る
検
討
に
入
っ

た
。
５
Ｇ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
高
速
伝
送
用
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
プ
リ
ン
ト
基
板
向
け

の
需
要
増
に
対
応
す
る
。
既

存
生
産
拠
点
の
西
条
事
業
所

（
愛
媛
県
）
で
の
増
設
か
、

川
下
製
品
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

銅
張
積
層
板
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
）

を
生
産
す
る
鹿
島
事
業
所

（
茨
城
県
）
で
の
新
設
を
選

択
肢
と
し
、
20
年
中
に
決
め

る
予
定
だ
。

　
ク
ラ
レ
の
Ｌ
Ｃ
Ｐ
フ
ィ
ル

ム
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

製
膜
法
で
製
品
化
。
耐
熱

性
、
低
吸
水
性
、
寸
法
安
定

性
、
優
れ
た
高
周
波
特
性

（
低
誘
電
率
、
低
誘
電
損

失
）
を
兼
ね
備
え
る
。
こ
う

し
た
特
徴
が
高
く
評
価
さ

れ
、
５
Ｇ
対
応
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ

向
け
な
ど
で
強
い
引
き
合
い

が
あ
る
。

　
ク
ラ
レ
は
昨
年
、
対
象
市

場
の
立
ち
上
が
り
を
自
ら
支

援
す
る
た
め
、
Ｌ
Ｃ
Ｐ
フ
ィ

ル
ム
の
川
下
に
当
た
る
Ｆ
Ｃ

Ｃ
Ｌ
へ
の
参
入
を
表
明
。
市

場
の
情
報
を
的
確
に
把
握
す

る
と
と
も
に
、
周
辺
技
術
も

固
め
て
い
く
考
え
だ
。

　
そ
こ
で
鹿
島
で
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ

の
量
産
試
験
設
備
を
導
入

し
、
今
年
下
期
中
に
完
了
す

る
。
西
条
で
生
産
す
る
Ｌ
Ｃ

Ｐ
フ
ィ
ル
ム
と
鹿
島
で
生
産

す
る
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
の
ト
ー
タ
ル

で
年
１
８
０
万
平
方
㍍
の
生

産
能
力
を
確
保
す
る
。

　
西
条
で
は
昨
年
、
Ｌ
Ｃ
Ｐ

フ
ィ
ル
ム
生
産
能
力
を
増
強

し
た
ば
か
り
だ
が
、
供
給
が

早
期
に
不
足
す
る
見
通
し
。

こ
の
た
め
、
西
条
で
の
増
設

ま
た
は
鹿
島
で
の
新
設
を
行

う
。
鹿
島
で
新
設
す
れ
ば
Ｌ

Ｃ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｌ
ま
で
の
一
貫
生
産
体
制
が

整
う
。

　
５
Ｇ
対
応
ス
マ
ホ
な
ど
に

使
う
プ
リ
ン
ト
基
板
用
Ｆ
Ｃ

Ｃ
Ｌ
の
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
高

周
波
数
帯
域
で
伝
送
ロ
ス
を

少
な
く
す
る
誘
電
特
性
と
、

回
路
基
板
加
工
時
の
は
ん
だ

に
対
す
る
耐
熱
性
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｃ
Ｐ
フ
ィ
ル

ム
は
こ
う
し
た
特
性
を
同
時

に
満
た
す
材
料
と
し
て
引
き

合
い
が
活
発
化
し
て
い
る
。

ク
ラ
レ 

西
条
か
鹿
島
で
年
内
結
論

５
Ｇ
基
板
向
け
増
産
へ

Ｌ Ｃ Ｐ
フィルム

　
住
友
化
学
は
メ
タ
ク
リ
ル

樹
脂
（
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
）
成
形
材

料
事
業
の
高
付
加
価
値
化
に

一
段
と
力
を
入
れ
る
。
自
動

車
分
野
を
最
重
点
に
、
テ
ー

ル
ラ
ン
プ
向
け
の
耐
薬
品
性

グ
レ
ー
ド
な
ど
付
加
価
値
の

高
い
製
品
の
市
場
開
拓
を
強

化
。
国
内
販
売
に
お
け
る
高

付
加
価
値
品
の
比
率
を
数
量

ベ
ー
ス
で
21
年
度
に
40
％

（
18
年
度
15
％
）
に
引
き
上

げ
る
計
画
だ
。
国
内
で
の
用

途
開
発
の
事
例
を
海
外
で
の

市
場
開
拓
に
生
か
す
な
ど
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
の
高
付

加
価
値
化
を
推
し
進
め
る
。

　
住
友
化
学
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
成
形
材
料
を

生
産
。
モ
ノ
マ
ー
か
ら
の
一

貫
体
制
の
下
に
、
年
産
15
万

㌧
（
５
万
㌧
３
系
列
で
、
１

系
列
を
停
止
中
）
の
能
力
を

有
す
る
。
連
続
バ
ル
ク
重
合

法
や
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
技
術
の

強
み
を
生
か
し
、
高
付
加
価

値
化
を
推
進
。
最
重
点
分
野

で
あ
る
自
動
車
を
中
心
と
し

た
高
付
加
価
値
品
の
開
発
を

一
層
加
速
す
る
た
め
、
昨
年

４
月
１
日
付
で
メ
タ
ア
ク
リ

ル
事
業
部
の
取
り
扱
い
製
品

を
自
動
車
材
事
業
部
に
移
管

し
、
メ
タ
ア
ク
リ
ル
事
業
部

を
廃
止
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
産
す

る
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
成
形
材
料
の
約

10
％
を
日
本
で
販
売
。
自
動

車
分
野
で
は
テ
ー
ル
ラ
ン
プ

や
外
装
関
係
に
高
付
加
価
値

品
を
伸
ば
し
て
い
く
考
え

だ
。
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
に
つ
い

て
は
大
型
化
・
薄
肉
化
が
進

ん
で
き
て
い
る
。
住
友
化
学

は
こ
う
し
た
動
き
に
対
応

し
、
ポ
リ
マ
ー
構
造
を
工
夫

す
る
こ
と
で
高
い
耐
溶
剤
性

を
維
持
し
加
工
性
に
も
優
れ

住
友
化
学 

自
動
車
分
野
重
点
に
強
化

高
付
加
価
値
化
に
注
力

ＰＭＭＡ

る
耐
薬
品
性
グ
レ
ー
ド
を
開

発
。
既
に
一
部
で
実
用
化
さ

れ
て
お
り
、
採
用
の
拡
大
に

向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｐ
Ｍ
Ｍ

Ａ
の
最
新
（
第
３
）
系
列
は

新
製
法
を
採
用
し
て
お
り
、

テ
ー
ル
ラ
ン
プ
向
け
の
耐
薬

品
性
グ
レ
ー
ド
は
そ
れ
を
う

ま
く
活
用
し
て
開
発
し
た
。

テ
ー
ル
ラ
ン
プ
向
け
耐
薬
品

性
グ
レ
ー
ド
を
高
付
加
価
値

品
比
率
向
上
の
最
大
の
牽
引

役
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
外

装
関
係
に
つ
い
て
は
環
境
対

応
・
塗
装
レ
ス
と
い
っ
た
要

求
が
強
ま
る
中
で
、
添
加
剤

や
フ
ィ
ラ
ー
な
ど
の
配
合
に

よ
っ
て
、
硬
く
て
傷
が
付
き

に
く
い
耐
擦
傷
性
グ
レ
ー
ド

を
開
発
し
て
い
る
。

　
こ
の
耐
擦
傷
性
グ
レ
ー
ド

は
ハ
ー
ド
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

不
要
で
、
漆
黒
（
ピ
ア
ノ
ブ

ラ
ッ
ク
）
の
色
調
の
も
の
が

ピ
ラ
ー
カ
バ
ー
に
採
用
が
進

ん
で
き
て
い
る
。
Ａ
Ｂ
Ｓ
樹

脂
系
に
比
べ
て
高
級
感
が
あ

り
、
耐
候
性
に
優
れ
る
な
ど

の
点
が
顧
客
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
日
本
だ
け
で

な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
拠
点
で
も
生
産

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
耐
薬
品
性

と
衝
撃
強
度
を
両
立
し
た
グ

レ
ー
ド
も
上
市
し
て
お
り
、

洗
面
ボ
ー
ル
な
ど
陶
器
代
替

と
し
て
住
設
分
野
で
の
採
用

の
進
展
に
期
待
し
て
い
る
。

　
住
友
化
学
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
生
産
し
た
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
成

形
材
料
を
、
日
本
を
含
め
た

ア
ジ
ア
を
中
心
に
欧
米
で
も

販
売
。
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
生

産
体
制
も
日
本
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
構
築

し
て
い
る
。
愛
媛
工
場
を
マ

ザ
ー
拠
点
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
で
も
開
発
・
技
術
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。

　
日
本
で
は
日
系
を
主
体
に

高
度
化
・
多
様
化
す
る
顧
客

の
要
求
に
対
応
。
日
本
で
の

高
付
加
価
値
品
の
実
績
を
さ

ら
に
積
み
上
げ
る
と
と
も

に
、
海
外
へ
の
横
展
開
に
も

拍
車
を
か
け
る
方
針
だ
。

５
Ｇ
需
要
獲
得
に
本
腰

基
板
や
ア
ン
テ
ナ
周
辺
な
ど
狙
い

低
誘
電
樹
脂
、相
次
ぎ
投
入

樹脂各社　
５
Ｇ
（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）
市
場
の
本
格
化
を
見
据
え
、
基
板
や
ア
ン
テ
ナ
周
辺
部
品
向

け
と
し
て
低
誘
電
特
性
を
持
つ
樹
脂
の
急
成
長
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
多
く
の
企
業
が
市
場
の
取
り
込
み

に
本
腰
を
入
れ
て
き
た
。
フ
ッ
素
系
樹
脂
の
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
や
液
晶
ポ
リ
マ
ー
（
Ｌ
Ｃ
Ｐ
）
な
ど
が
有
力
候
補

と
さ
れ
る
も
の
の
、
低
誘
電
特
性
や
耐
熱
性
と
い
っ
た
物
性
面
や
生
産
性
、
コ
ス
ト
な
ど
の
要
求
を
満
足

さ
せ
る
樹
脂
は
現
状
で
見
当
た
ら
な
い
。
機
能
や
コ
ス
ト
な
ど
へ
の
要
求
も
用
途
に
応
じ
多
様
化
す
る
と

見
ら
れ
、
多
く
の
樹
脂
メ
ー
カ
ー
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
そ
う
だ
。

　
５
Ｇ
市
場
は
モ
バ
イ
ル
関

連
を
中
心
に
立
ち
上
が
り
始

め
た
が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
を
経
て
世
界
で
「
本
格
５

Ｇ
」
市
場
が
立
ち
上
が
る
の

は
22
年
以
降
と
さ
れ
る
。
現

在
は
５
Ｇ
対
応
材
料
の
基
板

や
ア
ン
テ
ナ
周
り
部
品
向
け

と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
や
Ｌ
Ｃ
Ｐ

な
ど
が
採
用
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
今
後
の
本
格
化
を
見

据
え
、
低
誘
電
特
性
だ
け
で

な
く
生
産
性
、
加
工
性
や
コ

ス
ト
面
な
ど
を
含
め
改
良
が

望
ま
れ
て
い
る
。

　
潜
在
需
要
は
大
き
い
。
基

板
材
料
を
例
に
と
る
と
、
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
基
板
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｌ
）
向
け
の
ポ
リ
イ
ミ
ド

（
Ｐ
Ｉ
）
、
リ
ジ
ッ
ド
基
板

向
け
の
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
な
ど

を
一
部
代
替
す
る
の
で
は
な

く
、
５
Ｇ
対
応
で
多
く
の
新

規
需
要
が
モ
バ
イ
ル
や
車
両

関
連
を
含
む
幅
広
い
領
域
で

創
出
さ
れ
る
見
通
し
。
顧
客

と
し
て
は
使
い
慣
れ
た
既
存

材
料
を
使
い
た
い
た
め
、
エ

ポ
キ
シ
の
改
良
品
や
変
性
Ｐ

Ｉ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
５
Ｇ
が
本
格
化
す
れ
ば

一
層
の
低
誘
電
化
が
求
め
ら

れ
る
。

　
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
や
Ｌ
Ｃ
Ｐ
以
外

の
樹
脂
で
は
環
状
オ
レ
フ
ィ

ン
ポ
リ
マ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
も

有
望
。
も
と
も
と
低
誘
電
特

性
を
備
え
、
日
本
ゼ
オ
ン
は

課
題
だ
っ
た
耐
熱
性
や
靭
性

な
ど
を
結
晶
性
の
付
与
に
よ

り
改
善
し
た
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
向

け
と
し
て
は
フ
ィ
ル
ム
へ
の

加
工
性
や
銅
箔
と
の
貼
り
合

わ
せ
も
良
好
で
、
低
吸
水
な

こ
と
も
優
位
性
の
一
つ
。
今

期
か
ら
本
格
展
開
を
開
始
す

る
計
画
だ
。

　
出
光
興
産
は
シ
ン
ジ
オ
タ

ク
チ
ッ
ク
ポ
リ
ス
チ
レ
ン

（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
を
提
案
す
る
。

低
誘
電
正
接
に
加
え
て
基
板

へ
の
成
形
性
も
良
好
だ
。
耐

熱
性
は
劣
る
が
、
最
新
の
は

ん
だ
実
装
装
置
に
は
対
応
可

能
。
リ
ジ
ッ
ド
基
板
向
け
と

し
て
ス
マ
ホ
筐
体
の
ア
ン
テ

ナ
周
り
で
今
年
度
中
に
採
用

の
メ
ド
を
つ
け
、
セ
ン
サ
ー

周
り
な
ど
車
載
用
途
も
24
～

25
年
の
採
用
を
見
込
む
。
銅

箔
と
の
密
着
性
を
生
か
し
Ｆ

Ｃ
Ｃ
Ｌ
向
け
も
強
化
す
る
。

　
熱
硬
化
性
樹
脂
で
も
開
発

が
進
ん
で
い
る
。
日
本
化
薬

は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
リ
ジ
ッ

ド
基
板
向
け
へ
展
開
す
る
ほ

か
、
マ
レ
イ
ミ
ド
樹
脂
も
投

入
し
、
低
誘
電
特
性
や
溶
剤

溶
解
性
、
耐
熱
性
、
靭
性
へ

の
評
価
か
ら
一
部
採
用
も
実

現
し
た
。

　
三
菱
ガ
ス
化
学
が
提
案
す

る
オ
リ
ゴ
フ
ェ
ニ
レ
ン
エ
ー

テ
ル
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
）
の
誘
導
体

は
、
低
誘
電
特
性
や
耐
湿
・

耐
熱
性
、
成
形
加
工
性
、
価

格
帯
も
含
め
て
良
好
な
顧
客

評
価
を
得
て
い
る
。
ア
ン
テ

ナ
周
り
の
部
品
や
基
板
向
け

と
し
て
期
待
し
、
フ
ィ
ル
ム

な
ど
へ
の
加
工
も
し
や
す

い
。
ま
ず
東
京
五
輪
関
連
と

し
て
動
画
の
送
受
信
関
連
な

ど
で
採
用
を
見
込
む
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
は
低
誘
電
特
性
に

加
え
て
高
耐
熱
で
低
吸
水
な

芳
香
族
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
（
熱

可
塑
性
）
を
提
案
す
る
。
金

属
箔
と
の
密
着
性
も
高
い
た

め
、
既
に
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
に
用
い

る
Ｌ
Ｃ
Ｐ
や
変
性
Ｐ
Ｉ
な
ど

の
フ
ィ
ル
ム
と
の
層
間
絶
縁

（
接
着
層
用
）
材
料
に
採
用

さ
れ
、
こ
れ
を
配
合
し
た
熱

硬
化
性
樹
脂
は
高
い
電
気
特

性
な
ど
か
ら
リ
ジ
ッ
ド
基
板

用
と
し
て
も
拡
大
を
見
込
む
。

　
５
Ｇ
関
連
は
多
く
の
化
学

企
業
が
材
料
技
術
を
発
揮
で

き
る
新
た
な
成
長
領
域
の
一

つ
と
捉
え
て
お
り
、
顧
客
や

パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
連
携
し
な

が
ら
市
場
の
取
り
込
み
に
向

け
て
経
営
資
源
を
積
極
投
入

し
て
い
る
。

　
三
井
化
学
は
「
25
長
期
経

営
計
画
」
の
再
設
定
に
乗
り

出
す
。
社
会
・
経
済
情
勢
の

激
変
に
対
応
し
、
今
後
１
年

か
け
て
現
行
計
画
を
再
検
証

し
、
着
地
点
を
30
年
以
降
に

改
め
る
。
将
来
を
担
う
中
堅

社
員
も
計
画
策
定
に
参
加
さ

30
年
以
降
の
ゴ
ー
ル
を
想
定

「
25
長
期
計
画
」
再
設
定
へ

三井化学

せ
、
社
員
の
意
志
と
想
像
力

を
原
動
力
に
目
標
達
成
へ
の

実
行
力
を
高
め
、
計
画
完
遂

を
目
指
す
。
３
年
ご
と
に
方

向
性
や
戦
略
を
固
め
て
単
年

度
ご
と
に
業
績
目
標
を
コ
ミ

ッ
ト
す
る
現
行
の
計
画
シ
ス

テ
ム
は
継
続
す
る
構
え
だ
。

　
現
行
の
25
長
計
は
今
年
、

５
年
目
の
折
り
返
し
点
を
迎

え
た
が
、「
当
初
想
定
し
得

な
か
っ
た
環
境
変
化
が
短
期

間
で
頻
発
し
て
い
る
」（
橋

本
修
社
長
）。
こ
の
た
め
、

改
め
て
50
年
ご
ろ
の
社
会
を

想
像
し
、
そ
こ
か
ら
の
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
ト
で
30
年
ご
ろ
に

会
社
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を

再
定
義
し
て
新
た
な
長
期
経

営
計
画
と
し
て
ま
と
め
る
考

え
だ
。

　
25
長
計
で
同
社
は
社
会
課

題
解
決
型
企
業
グ
ル
ー
プ
を

目
指
し
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
に
と
ど

ま
ら
な
い
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
、
Ｂ
ｔ

ｏ
Ｐ
（
パ
ー
ソ
ン
）
も
視
野

に
入
れ
た
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
拡
大
を
目
指
し
て
き

た
。
特
に
次
世
代
型
事
業
に

つ
い
て
は
試
行
錯
誤
し
つ
つ

も
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
形
が

整
い
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
変
革
を
通
じ

て
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、
フ
ー
ド
＆
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
Ｆ
＆
Ｐ
）
の
成
長
３
領
域

を
確
立
し
、
こ
れ
ら
に
積
極

投
資
を
行
っ
た
ほ
か
、
基
盤

素
材
事
業
で
は
一
定
レ
ベ
ル

で
の
収
益
安
定
化
を
果
た
し

た
。
し
か
し
、
直
近
の
18
、

19
年
度
は
２
年
連
続
の
営
業

減
益
と
な
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
新

た
な
長
期
経
営
計
画
で
は
コ

ア
技
術
の
深
堀
り
を
手
始
め

と
し
て
組
織
運
営
や
事
業
展

開
の
仕
組
み
を
総
点
検
し
、

変
え
る
べ
き
こ
と
と
維
持
・

強
化
す
べ
き
こ
と
を
抽
出
す

る
。
顧
客
起
点
や
次
世
代
事

業
の
育
成
、
経
済
・
社
会
・

環
境
の
３
軸
経
営
の
深
化
と

い
っ
た
基
本
方
針
は
変
え
な

い
。

　
長
期
視
点
と
３
年
間
の
実

行
戦
略
、
単
年
度
ご
と
の
係

数
目
標
で
構
成
さ
れ
る
現
行

の
計
画
シ
ス
テ
ム
も
継
続
す

る
。
計
画
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
10
年
後
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
と
な
る
35
～
40
歳
代
の
中

堅
社
員
の
意
見
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
計
画
へ
の
参
加

者
意
識
を
醸
成
し
、
目
標
達

成
の
実
行
力
を
高
め
る
考
え

だ
。

　
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
当

面
の
施
策
と
し
て
、
在
庫
や

債
権
管
理
の
徹
底
や
不
要
な

支
出
の
抑
制
、
資
金
手
当
て

の
拡
充
と
い
っ
た
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
を
注
視
。
ま
た
、

需
要
が
急
増
し
て
い
る
メ
ル

ト
ブ
ロ
ー
ン
不
織
布
や
Ｉ
Ｐ

Ａ
な
ど
の
製
品
は
、
保
有
設

備
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
、
需
要

に
応
え
る
と
と
も
に
、
今
後

の
動
向
を
見
極
め
、
ラ
イ
ン

改
造
や
追
加
増
強
な
ど
も
検

討
し
て
い
く
。

　
か
ね
て
検
討
し
て
き
た
光

学
レ
ン
ズ
材
料
の
環
状
オ
レ

フ
ィ
ン
コ
ポ
リ
マ
ー
「
ア
ペ

ル
」
や
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
系

エ
ラ
ス
ト
マ
ー
「
タ
フ
マ

ー
」、
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
モ
ノ

マ
ー
と
い
っ
た
製
品
の
増
強

は
、
環
境
が
整
い
次
第
、
建

設
に
着
手
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
お
く
。
新
た
な
長
計
で

も
成
長
３
領
域
へ
の
積
極
投

資
は
継
続
す
る
考
え
だ
が
、

案
件
数
で
は
再
構
築
を
完
了

し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
Ｆ
＆
Ｐ

へ
の
投
融
資
が
増
加
す
る
見

込
み
だ
。

　「
い
い
で
す
よ
。
分
か
り

ま
し
た
」。
女
将
は
声
を
絞

り
出
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
る
前
日
。
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
に
霞
が
関
官
庁
街

近
く
の
和
食
店
を
訪
れ
、
３

月
に
続
い
て
５
月
の
食
事
会

も
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
を

詫
び
た
▼
電
話
で
用
は
足
り

る
が
、
通
い
慣
れ
た
店
だ
か

ら
こ
そ
直
に
伝
え
た
か
っ

た
。
す
る
と
「
き
ょ
う
か
ら

夜
休
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

７
人
の
従
業
員
に
お
客
さ
ま

２
人
な
ん
て
こ
と
ば
か
り
。

仕
入
れ
も
ム
ダ
に
な
る
し
、

緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
ら
昼

も
休
み
ま
す
」。
女
将
の
腹

は
決
ま
っ
て
い
た
▼
続
い
て

日
比
谷
公
園
前
の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
訪
ね
、
５
月
の
予
約
を

取
り
消
し
た
。
見
慣
れ
た
タ

キ
シ
ー
ド
姿
の
支
配
人
が

「
も
う
だ
め
で
す
」
と
力
な

い
。
ラ
ン
チ
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

形
式
か
ら
弁
当
に
代
え
た

が
、
空
振
り
と
い
う
▼
帝
国

ホ
テ
ル
、
東
京
宝
塚
劇
場
の

あ
る
日
比
谷
界
隈
。
い
つ
も

の
春
な
ら
観
劇
、
花
見
の
客

で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
桜
散
る
日
生
劇
場

の
カ
フ
ェ
で
は
売
れ
残
っ
た

持
ち
帰
り
用
ラ
ン
チ
パ
ッ
ク

を
外
の
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
、

店
員
が
ま
ば
ら
道
行
く
人
に

「
い
か
が
で
す
か
」
と
声
を

か
け
て
い
る
。
こ
ん
な
光
景

初
め
て
見
た
▼
霞
が
関
の
役

人
で
あ
っ
た
柳
田
國
男
が

『
明
治
大
正
史
　
世
相
篇
』

に
「
貧
は
四
百
四
病
の
一
番

に
つ
ら
い
も
の
」
と
書
い
て

い
る
。
四
百
四
病
は
人
間
が

患
う
す
べ
て
の
病
を
意
味
す

る
仏
教
語
。
貧
し
さ
が
そ
の

際
た
る
病
と
い
う
の
だ
▼
柳

田
は
、
古
来
よ
り
日
本
人
は

公
衆
衛
生
に
励
ん
で
感
染
症

と
闘
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
、
結
核
を
都
会
の
病
と
誤

り
、
患
っ
た
女
工
を
空
気
の

澄
ん
だ
村
の
貧
し
い
実
家
に

帰
ら
せ
て
養
生
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
逆
に
蔓
延
さ
せ
る
結
果

に
な
っ
た
行
政
の
過
ち
を
書

く
▼
人
々
の
英
気
を
失
わ
せ

つ
つ
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
。
政
府
の
緊
急
経
済
対

策
が
女
将
と
支
配
人
の
気
力

を
つ
な
ぐ
資
金
と
な
り
、
貧

し
さ
の
拡
散
を
予
防
す
る
薬

と
な
れ
ば
よ
い
の
だ
が
。


